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『
風
ぐ
る
ま
』

●

祭
り
の
薄
日
な
ど
で
よ
く
風
車
が
売
ら
れ
て
い
た
︒

秋
の
そ
よ
風
に
は
こ
の
風
車
が
よ
く
に
あ
い
へ
風
の
吹
く
方
向

に
向
け
る
と
ひ
と
り
で
に
ま
わ
っ
た
︒
凪
が
な
い
と
き
に
は
︑

手
に
持
っ
て
走
る
と
く
る
く
る
と
ま
わ
っ
た
︒

子
供
た
ち
は
厚
目
の
紙
を
見
つ
け
て
︑
思
い
思
い
の
風
車
を
作

っ
た　
f
f
l

書
道
や
広
場
を
か
け
ま
わ
る
と
石
こ
ろ
に
つ
ま
づ
い

た
︒
水
た
ま
り
に
も
足
を
と
ら
れ
た
が
'

そ
れ
で
も
楽
し
そ
う

に
走
り
つ
づ
け
た
︒

え
・
泉　
雄
一
さ
A

T
　

ヽ
J
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第497号平成元年9月15日

E
)

寄
稿
文
・
思
い
出
の
写
真
等
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

広
報
き
­
ち
は
創

刊
さ
れ
て
以
来
へ
十

:­'=:­̂
i­, 
­­v­j

す
べ
き
五
百
号
を
迎

え
ま
す
︒

そ
こ
で
十
一
月
一

日
号
で
み
な
さ
ん
の

声
や
思
い
出
の
写
真

を
集
め
︑
三
十
年
の

歩
み
を
振
り
返
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
︒

作
文
へ
短
歌
︑
詩
を

広報きくち
Eg甜8⑲⑲冒

甜a厚田留守

ど
な
ん
で
も
結
構
で

す
︒
ど
し
ど
し
お
寄

せ
下
さ
い
︒

▽
締
め
切
り　
九
月

二
十
五
日

▽
提
出
先
・
問
い
合

わ
せ

〒oOIOrH.­(CO

菊
池
市
隈
府
八
八
八

菊
地
市
市
長
公
室
広

報
広
聴
係
ま
で
︒

福
祉
課

市
民
課

0
遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金
は
'

次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
が
死
亡
さ
れ

た
と
き
に
︑
十
八
歳
(

障
害
児
は

二
十
歳
以
下
同
じ
)

未
満
の
子
を

持
つ
妻
ま
た
は
へ
十
八
歳
未
満
の

子
に
支
給
さ
れ
ま
す
︒

①
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

②
国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ
と
の

あ
る
六
十
歳
以
上
︑
六
十
五
歳
未

満
の
人
で
︑
日
本
国
内
に
住
所

が
あ
る
人

⑨
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
の

人
④
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
を
満
た
し
た
人

た
だ
し
︑
①
か
②
の
場
合
は
'

加
入
期
間
の
う
ち
保
険
料
納
付
済

期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
を
合
わ

せ
て
三
分
の
二
以
上
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
︒
(

死
亡
日
が
平
成
八

年
四
月
一
旦
別
で
あ
る
と
き
は
'

直
近
の
一
年
間
に
保
険
料
の
滞
納

が
な
け
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て

r.*'­.­i
年
金
は　

受
け
と
る
権
利

掛
け
る
義
務

都
市
計
画
課

E
)

住
宅
写
真
パ
ネ
ル
展
示
会

L瓦l　　　　瓦l

主場期
催所日
十
月
二
日
～
七
日

市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル

建
築
土
合
菊
地
支
部

∇内　
容

住
宅
月
間
に
ち
な
ん
で
現
代
の

住
宅
の
写
真
を
展
示
し
'

住
環
境

お
よ
び
住
ま
い
方
等
'

住
意
識
の

向
上
を
図
り
「
住
ま
い
」
に
つ
い

て
考
え
る
も
の
で
す
︒
ぜ
ひ
見
に

釆
て
下
さ
い
︒

詳
し
­
は
'

同
課
建
築
係
ま
で
︒●

一
︑
恩
給
欠
格
者
の
皆
さ
ん
へ

こ
の
た
び
恩
給
欠
格
者
の
方
の

う
ち
へ
外
地
等
に
勤
務
し
た
経
験

を
有
L
へ
加
算
年
を
含
め
た
在
職

年
が
三
年
以
上
で
'

請
求
時
に
お

い
て
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
に
は

書
状
(

内
閣
総
理
大
臣
名
)

を
'

更
に
七
十
歳
以
上
の
方
に
は
高
齢

者
の
順
か
ら
銀
杯
を
贈
呈
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
︒

請
求
書
類
の
受
け
付
け
は
'

九

月
一
日
か
ら
行
わ
れ
ま
す
︒

※
次
の
方
々
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
︒

①　
恩
給
法
で
い
う
旧
軍
人
軍

属
で
あ
っ
て
'

年
金
た
る
恩
給

ま
た
は
旧
軍
人
軍
属
と
し
て
の

在
職
に
関
連
す
る
年
金
た
る
給

付
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
方

②　
恩
給
欠
格
者
の
ご
遺
族
お

よ
び
戦
後
へ
ソ
連
ま
た
は
モ
ン

ゴ
ル
の
地
域
に
強
制
抑
留
さ
れ

月
本
に
帰
還
さ
れ
た
方

③　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等よ

ふ
ノ

援
護
法
上
の
軍
属
「
雇
員
へ
傭

人
'

工
員
等
」
お
よ
び
準
軍
属
の

方
二
︑
戦
後
︑
ソ
連
ま
た
は
モ
ン

ゴ
ル
の
地
域
に
お
い
て
強

制
抑
留
中
︑
死
亡
さ
れ
た

方
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

こ
の
た
び
'

新
た
に
戦
後
へ　
ソ

連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
に
お

い
て
強
制
抑
留
中
に
死
亡
さ
れ
た

方
(

帰
還
途
上
へ
死
亡
さ
れ
た
方

も
含
む
)

の
ご
遺
族
で
'

平
成
元

年
九
月
一
日
に
お
い
て
日
本
国
籍

を
有
す
る
方
に
も
内
閣
総
理
大
臣

名
の
慰
労
品
(

書
状
・
銀
杯
)

が

贈
呈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

請
求
期
限
は
'

平
成
元
年
九
月

一
日
か
ら
平
成
五
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
で
す
︒

J
︑
二
の
書
状
・
銀
杯
お
よ
び

慰
労
品
の
贈
呈
は
'

請
求
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
ま
す
の
で
'

請
求
さ

れ
る
方
は
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
か
ら
遠
望
豊
日
類
を
受
け
取
り
へ

必
要
な
書
類
を
添
え
て
「
平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金
」
あ
て
直
接
送

付
し
て
下
さ
い
︒

▽
請
求
書
類
の
送
付
先
お
よ
び
問

い
合
わ
せ
先

〒
二
二
東
京
都
文
京
区
大
塚

五
­
三
I
l

三　
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
(

総
理
府
所
管
)

業
務
第
二
課　
魯
O
c
0
­
0
>
^
­

5­­̂
rt̂
oco

※
な
お
へ
請
求
書
類
は
市
同
課
に

も
あ
り
ま
す
︒

0
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す

る
特
別
弔
慰
金
の
支
給

昭
和
四
十
年
に
創
設
さ
れ
た
制

度
で
'

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し
'

国
と
し
て
あ
ら
た
め
て
弔
慰
の
意

を
表
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も

のです︒
平
成
元
年
度
に
制
度
の
改
正
が

行
わ
れ
へ
昭
和
六
十
年
四
月
一
日

か
ら
平
成
元
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
'

公
務
扶
助
料
へ
遺
族
年
金

等
を
受
給
し
て
い
た
遺
族
(

戦
没

者
等
の
妻
へ
父
母
等
)

が
失
権
し

た
場
合
に
残
さ
れ
た
遺
族
に
特
別

弔
慰
金
と
し
て
額
面
十
八
万
円
へ●

六
年
償
還
へ
無
利
子
の
回
債
が
支

給
さ
れ
ま
す
︒

な
お
へ
第
四
回
特
別
弔
慰
金

(
額
面
三
十
万
円
へ
十
年
償
還
)

の
支
給
の
対
象
と
な
っ
た
遺
族
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
︒

◇
支
給
の
対
象
者

特
別
弔
慰
金
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
'

主
と
し
て
次
に
記

載
さ
れ
た
戦
没
者
死
亡
当
時
の
遺

族
の
う
ち
へ
次
の
順
序
に
従
っ
て

最
も
順
位
が
先
の
人
一
人
で
す
︒

一
'

平
成
元
年
四
月
一
日
ま
で
に

弔
慰
金
(

遺
族
国
庫
債
券
)

を

受
け
た
人

二
'

戦
没
者
の
子

三
へ
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て

い
た
①
父
母
へ
②
孫
へ
②
他
父

母
へ
④
兄
弟
姉
妹

(
婚
姻
へ
養
子
縁
組
に
よ
り
平

成
元
年
四
月
一
日
現
在
'

氏
が

変
わ
っ
て
い
る
人
は
該
当
し
ま

V­'­i 
i

四
'

戦
没
者
と
生
計
関
係
が
な
か

っ
た
か
ま
た
は
三
に
該
当
し
な

か
っ
た
①
父
母
へ
②
孫
︑
③
阻

父
母
'

④
兄
弟
姉
妹
︒

五
'

三
・
四
以
外
の
三
親
等
内
親

族(
戦
没
者
死
亡
ま
で
引
き
続
い

て
一
年
以
上
生
計
を
共
に
し
て

い
た
人
に
限
り
ま
す
︒
)

◇
請
求
の
期
限

平
成
四
年
六
月
二
十
七
日
で
す
︒

期
限
ま
で
に
請
求
し
ま
せ
ん
と
受

給
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
ご
注

意
下
さ
い
︒

※
詳
し
い
こ
と
は
同
課
福
祉
係
に

お
尋
ね
下
さ
い
︒

◆広　報　　き　　く　　ち
平成元年9月15日

0
特
別
の
事
情
を
有
す
る

身
元
判
明
孤
児
に
対
す
る

身
元
引
受
人

厚
生
省
お
よ
び
熊
本
県
で
は
'

身
元
判
明
孤
児
の
う
ち
へ
肉
親
と

の
血
縁
関
係
が
違
い
等
の
事
情
に

よ
り
へ
永
住
帰
国
を
希
望
し
な
が

ら
帰
国
で
き
な
い
者
の
永
住
帰
国

を
促
進
す
る
た
め
︑
特
別
の
身
元

引
受
人
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
︒

(
身
元
引
受
人
の
役
割
)

身
元
判
明
帰
国
世
帯
の
身
元
を

引
き
受
け
て
近
隣
に
住
ま
わ
せ
る

な
ど
し
て
へ
そ
の
身
元
判
明
帰
国

孤
児
低
帯
が
'
1
日
も
早
­
自
立

し
て
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
相
談
へ

●

助
言
へ
指
導
等
の
役
割
を
担
い
ま

す
︒(

身
元
引
受
人
の
資
格
)

身
元
判
明
帰
国
孤
児
世
帯
の
置

か
れ
て
い
る
立
場
に
理
解
を
有
L
へ

こ
れ
ら
の
者
が
日
本
社
会
に
早
期

に
定
着
す
る
た
め
の
指
導
に
︑
熱

意
を
も
っ
て
あ
た
る
こ
と
が
で
き

る
方
で
す
︒

※
詳
し
く
は
'

県
国
保
援
護
課

(℡O(J)!D 
CO︒OCO­t­Hi­1i­I

1
)

ま
た
は
へ
市
福
祉
課
福
祉
係

ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
︒

0
働
き
た
い
女
性
の

た
め
の
講
習
会

<
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
>

▼
科　
目　
経
理
・
ワ
ー
プ
ロ

▼
期
　
間
　
九
月
二
十
七
日
～
十

一
月
十
六
日
(

月
・
水
・
金
)

▼
時　
間　
午
前
十
時
か
ら
午
後

川時iU*/

▼
場　
所　
市
中
央
公
民
館

▼
受
講
資
格　
受
講
後
就
業
を
希

望
す
る
婦
人

▼
受
講
料　
無
料
(

た
だ
し
へ
教

材
費
は
自
己
負
担
)

▼
申
し
込
み　
九
月
二
十
二
日
ま

で
に
菊
地
公
共
職
業
安
定
所
へ
︒

▼
問
い
合
わ
せ　
県
婦
人
就
業
援

助
セ
ン
タ
ー　
B
o
o
^
D
­
­
C
O

LO"#­­(NICOOi­1)か'同安

定
所
(
4
3
⑮　
(
O
i
n
)

ま
で
o

O
技
能
検
定
国
家
試
験

<
熊
本
県
職
業
技
能
開
発
協
会
>

▼
受
検
申
達
葦
付　

十
月
二
日

㈲
～
十
六
日
㈲

創刊500号記念
広報きくち「縮刷版」

広報きくちの創刊号から250号までを
一冊の本にまとめ、みなさんにお届けし
ます。

ただ今、追加予約を受け付けていますo
ご家庭に、職場にぜひ一冊・′　そして、
贈りものとしてもご活用下さいo
■発刊予定(第一巻)平成2年2月
■頒布価格　　　　2, 500円
■申し込み・問い合わせ

市市長公室・広報広聴係まで

‥・ちいさな歴史かもしれ如、けれど、
愛情をこめて語りあえるo
そんななつかしいまちの歴史を集
めました。 ・­

,_-I ′一一一一-一一一　　一-

シリーズ⑥

­田国田日田四日­
◇カキトオシ(連銭草)

シソ科の多年草で4 ・ 5月頃、淡紫色の花を
つける。薬は丸く縁は鋸歯状である。薬効とし
ては、黄痘・胆道結石・腎臓結石・勝脱結石・
糖尿病(血糖値降下作用はタラの木の根や皮よ
りも強い)に効くといわれている。
♭採収と調製

花の咲いた頃、刈取り日干しにし「ジワッ」
となった時、 1cm位に切り更に日干しする。

♭用法
①乾燥したもの10­15g　を水11で濃く煎じ

1日3回に分服する。
②生茎葉を焼酎35度につけて薬酒を作る。茎

葉200­300gをビンに入れ、ヒタヒタまで焼
酎を注ぐ。

(塾生葉をミキサーにかけ、青汁として飲んで

▼
受
検
種
目

・
特
級　
十
職
種
実
施
予
定

・
一
級
お
よ
び
二
級　
四
十
二
種

五
十
一
作
業
実
施
予
定

※
詳
し
­
は
︑
同
硬
式
(

℡
0
9

°　▼▼
司相場午
法談　　前
書を所十
士受　時
のけ菊i
業る地午
viy.酎1'{亨
般　央時^KK
関　　民
す　　館

る
相
談

・
土
地
家
屋
調
査
士
の
業
務
全
般

に
関
す
る
相
談

※
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
︒

<
」
>
*
-
~
-
C
O
O
O
*
!
3
<
-
~
i
-
i
N
H
r
-
1

で
︒

無　

料

司
法
書
士
・
土
地
家
屋

調
査
士
法
律
相
談

<
熊
本
県
司
法
書
士
会
>

熊
本
県
司
法
書
士
会
山
鹿
支
部

と
土
地
家
屋
調
査
士
山
鹿
支
部
で

は
︑
十
月
一
日
の
「
法
の
日
」
を

期
し
て
︑
無
料
法
律
相
談
を
実
施

し
ま
す
︒
両
会
員
が
親
切
に
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
'

気
軽
に
お
出

か
け
下
さ
い
︒

▼
日　
時　
十
月
一
日
㈲

各 研 修 コ ー ス の 案 内

署 用 促 進 事 業 団 熊 本 技 能 開 発 セ ン タ I
10月実 施 (菊 池 郡 西 合 志 町 )

コ 】 ス 名 実施 El 時 間 定員 経 費

M C 作 業 入 門 講 座 10/28.29 9 :00 ­ 17‥00 lo宅 2,000

N C 旋 盤 プ ロ グ ラ ム編講座 10′12.13 9 :oo ~ i7 :oo 10名 500

型彫 り放電 加工 作業 入門講座 10/18.19.20 9 ‥oo~ i6 :oo 6 名 3▼000

自動 プ ロ グラム作業 入門講座 10′14.15 9 :00 ­ 17‥00 6 名 500

ワイヤ ーカ ッ ト作業応 用講座 10′21.22 9 :00 ­ 16:00 4 名 5,000

型彫 り放電 加 工作業応 用講座 10′21.22 9 ‥oo~ i6 :oo 6 名 5ー000

ア ル ミT I G 溶 接 講 座 中級 10′21.22 9 :oo ~ i7 :oo 10名 3,000

ガ ス 溶 接 技 能 講 習 10′14.15
28.29 9 :00 ­ 17:00 10名 3,000

測 量 初 級 講 座 10′21.22 9 :00 ­ 17:00 10名 1,000

ワ ー プ ロ 入 門 講 座 10′16.17.18
19.20.21 9 :00 ­ 17‥00 10名 1­000

日 商 簿 記 2 線 受 験 講 座 10/22.29 9 :oo ~ 17:oo lo宅 1,000

自 動 車 定 期 点 検 講 座 10/ 7 . : 9 :oo~ i7 :oo 10名 1,000

※詳しくは同センター(含096­242­0391)にお問い合せ下さい。
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